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平成 16年度 新聞記事 
 
「植物の生育人目で―――道工大 特殊カメラを開発―――2年後、道産人工衛星に」 
平成 16年 6月 24日  北海道新聞 
 
「『北海道衛星』につけて―――開発グループ『かわいい力作を』」 
平成 16年 7月 13日  北海道新聞 
 
「北海道衛星 理解深めて―――あす大樹でミニセミナー」 
平成 16年 7月 21日  十勝毎日新聞 
 
「道工大・佐鳥助教授ら―――大樹町で人工衛星製造―――ベンチャー企業設立へ」 
平成 16年 7月 22日  十勝毎日新聞 
 
「人工衛星大樹で造ろう―――“道産子技術”ユニーク挑戦」 
平成 16年 7月 22日  北海道新聞 
 
「十勝ブランド向上に力―――来月、大樹に『北海道衛星』設立―――佐鳥理事長らが趣

旨説明」  平成 16年 7月 23日  北海道新聞 
 
「地方発宇宙へ―――自前衛星や部品参入続々」 
平成 16年 8月 25日  読売新聞 
 
「交差点―――道産子衛星」 
平成 16年 8月 31日  読売新聞 
 
「初の『道産衛星』―――その名は大樹」 
平成 16年 9月 3日  北海道新聞 
 
「道工大助教授ら“北海道衛星”を計画―――農業に活用 07年度実現目指す」 
平成 16年 9月 8日  毎日新聞 
 



「社説 宇宙産業の芽育てよう―――道産人工衛星」 
平成 16年 9月 25日  北海道新聞 
 
「『北海道衛星』の夢語る―――道工大佐鳥助教授 活用効果など強調」 
平成 16年 10月 6日  北海道新聞 
 
「製造会社を来月設立―――宇宙空間産業研『経済効果大きい』」 
平成 16年 10月 27日  北海道新聞 
 
「人工衛星開発 『道産』発射へ準備着々―――超小型版、まずは農業に」 
平成 16年 11月 24日  朝日新聞 
 
「農業用の人工衛星企業誕生」 
平成 16年 11月 24日  岩手日報 
 
「北海道に人工衛星企業―――1号機 農業に特化」 
平成 16年 11月 24日  信濃毎日新聞 
 
「人工衛星企業を産学連携で設立―――北海道工業大学グループ―――1号機、農業用に特
化」  平成 16年 11月 24日  秋田魁新報 
 
「北海道に人工衛星企業―――産学連携で来週設立―――08 年度までに 1 号機打ち上げ 
農業特化を PR」  平成 16年 11月 24日  河北新報 
 
「北海道に人工衛星企業―――稲の調査など農業用 08年度まで打ち上げへ」 
平成 16年 11月 24日  新潟日報 
 
「作柄の出来空から見守ります―――北海道に人工衛星企業」 
平成 16年 11月 24日  京都新聞 
 
「北海道に人工衛星企業 農業に特化、顧客獲得へ」 
平成 16年 11月 25日  共同通信 YAHOOニュース 
 
「University To Set Up Satellite Venture To Assist Rice Farming」 
Nov.26，2004  Space Daily 
 
「Hokkaido venture cooking up rice satellite to assist farmers」 



Nov.27，2004  Japan Times 
 
「衛星製造会社大樹町に設立 札幌の NPO法人」 
平成 16年 12月 8日  北海道新聞 
 
「大樹町に人工衛星打ち上げを目指す初のベンチャー企業」 
平成 16年 12月 8日  Brain News Network 
 
「宇宙開発技術を農業に活用―――大樹は製品組み立て拠点 HSC販売で経営基盤形成」 
平成 16年 12月 26日 十勝毎日新聞 
 
「小型衛星開発地方で活発化―――北海道、大阪、九州  民間と大学が連携」 
平成 17年 1月 5日  東奥日報 
 
「国家プロジェクトより『早い安い使いやすい』地方発の小型衛星―――北海道、大阪、

九州で開発」  平成 17年 1月 5日  大分合同新聞 
 
「本道などで開発活発 産学連携 農業用に特化」 
平成 17年 1月 5日  室蘭民報 
 
「おらが衛星開発活発化―――病害虫発生や雷を予測―――地方で産学が連携」 
平成 17年 1月 5日  沖縄タイムズ 
 
「小型民間衛星開発盛ん 地方で産学が連携」 
平成 17年 1月 5日  中国新聞 
 
「宇宙ビジネスぐっと身近に―――小型衛星の開発、活発化 地方で産学が連携」 
平成 17年 1月 6日  千葉日報 
 
「超小型衛星打ち上げ」 
平成 17年１月 道新ポケットブック 北に技あり  
 
「米作りに自前衛星―――品質、宇宙からパチリ 欲しい時に画像利用」 
平成 17年 1月 15日  日本農業新聞 
 
「日本航空宇宙学会の国際シンポジウム―――北海道衛星役員ら自治体に協力要請へ」 
平成 17年 2月 7日  十勝毎日新聞 



 
「宇宙から農作物を見守る”目”となれ」平成 17年 2月 INFINITY 江別市 
 
「IT活用可能性探る――衛星情報システムを構築 福島氏」 
平成 17年 2月 12日 十勝毎日新聞 
 
「編集余禄 宇宙シンポ」 平成 17年 2月 18日 十勝毎日新聞 
 
「ハイパースペクトルカメラ開発―――光の波長で農作物を分析」 
平成 17年 2月 19日 十勝毎日新聞 
 
「ロビー 北海道衛星社長 佐鳥新さん―――ロシアのロケットに搭載を」 
平成 17年 2月 20日  十勝毎日新聞 
 
「空中で初の放出実験 『空き缶衛星』12日打ち上げ―――道工大手作り」 
平成 17年 3月 4日  北海道新聞 
 
「空き缶衛星打ち上げ実験 あす大樹、札幌で中継」 平成 17年 3月 11日  朝日新聞 
 
「空き缶使い手作り衛星――大樹町で打ち上げ実験――NPO・道工大など成功」 
平成 17年 3月 13日  日本経済新聞 
 
「空き缶衛星打ち上げ成功」 平成 17年 3月 13日  毎日新聞 
 
「大樹の空で衛星分離――打ち上げ実験成功」 平成 17年 3月 13日  読売新聞 
 
「『空き缶衛星』放出――大樹でロケット打ち上げ成功」 
平成 17年 3月 13日  北海道新聞 
 
他 約 30件（1月 5日の報道等） 
 
 
テレビ報道 
「あすを読む 小型衛星と宇宙開発」 NHK総合 23:45～23:55 
平成 16年 9月 29日 
 
他 数件 



 
(14) 宇宙開発フォーラム実行委員会 
1. Y.Tashima, M.Fukunaga and Y.Suzuki, The economical effect of the spin-off using 
space technologies, UNISEC Workshop 2004, UNISEC04-19, 2004. 
 
(15) 学生ロケット委員会(旧日本モデルロケット協会学生委員会) 
1.  Taichi Araki, Yuko Yamada, Toshiaki Watanabe, Yasuyuki Miyazaki,  SCR team, 
The development report of Can Sat Rocket, UNISEC Assembly 2004, Tokyo, Aug. 2004 

 
2. Taichi Araki, Tomohisa Ono,Yuko Yamada,Masaki Uchiyama,Yasuyuki Miyazaki,  
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